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目 的

入来牧場 では周年放牧繁 殖牛 に より子牛の生産,育 成 及び肥育管理 を行 って いる。牛 肉 自由化 と景気低迷

によ り子牛や肥育牛の価格は暴落 している。今後 の相場展開では牧場運営 に大 きな影響 を与 えることは必死

の状況 であ る。 これ に対応す るには,繁 殖成績 をさ らに向上 させ て子牛生産,育 成お よび肥育効率 を高め る

ことが必要 である。 そこで本調査 では,入 来牧場 の繁殖成績に及ぼす要 因につ いて検討 し,技 術向上 のため

の資料 を得 ようとした。

材料 と方法

1991年 ～1993年 までの繁殖経産牛262頭 について,分 娩後受胎 日数の年度,季 節,分 娩 月及び産歴間の違 い

を検討 した。

結 果

年 度別受胎 日数 は1991年 に短 く繁殖成績 が良いが,1992年 か ら1993年 にかけて長 くなる繁殖牛が見 られ繁

殖成績 は低下 して いる。それは初心者に授精 を行 わせ た ことと,頭 数増加に ともな う発情の見落 としに よる

影響 等であると思 われ る(第1図)。 季節別受胎 日数 は秋季に最 も短 く繁殖成績が良い。 冬季か ら春 季にかけ

ては特 に長 くな り繁殖成績が低下 している(第2図,第3図)。 分娩 月別受胎 日数は9月 に最 も短 く,繁 殖成

績が良い。12月 と1月 は特 に長 くな り,繁 殖成績 が低 下 している(第4図)。 産歴別受胎 日数では有意差 は見

られ なかった(第5図)。

この結果か ら,初 心 者指導 の強化 と一部マ キ牛(自 然交配)を 取 り入れ るこ と,そ れ とフレッシュチェッ

クの精度 を高め ること等が必要 である。
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第1図 年 度 別 の 受胎 日数 の 分 布.
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第2図 周年放牧繁殖牛の受胎日数の季節に
よる違い、
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第3図 季節別受胎 日数の分布.
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第4図 周年放牧繁殖牛の分娩月別受胎日数
の違い.
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第5図 周年放牧繁殖牛の産歴別受胎日数の
違い.


